


【視察概要】 

 

1. 大島干潟の概要 

 

徳山下松港における航路泊地などの港湾整備と瀬戸内海で喪失した浅場の再生に資す

ることを目的に新南陽地区の航路泊地整備に伴い発生する浚渫土砂を活用し造成し

た、アサリの自律的再生を主目標とする日本初の約 29ha の人工干潟である。 

平成 15 年度から 29 年度までに国土交通省において造成工事を行い、その後、周南

市が移管を受け、管理を行っている。 

 

2. 大島干潟での取り組み 

 

 大島干潟を育てる会による保全活動。（平成 29 年 11 月に発足） 

被覆網のメンテナンス、アサリの間引き作業、カキの養殖試験（月に 1～2 回実

施） 

 環境学習の実施 

毎年市内小学校を対象に「海辺の自然学校 in 周南」を開催。藻場・干潟に生息

する多様な水生動植物を観察することで、大島干潟での自然豊かさをしってもら

う海洋環境学習を実施している。 

 

3. 大島干潟での 5 年度実施事業 

 

 大島干潟キッズＤＡＹ（全 3回）の開催 

小学生親子を対象に、年 3回（7月、11月、3月）開催し、それぞれの季節（夏、

秋、冬）の干潟での生き物観察を実施する。 

ブルーカーボン、生物多様性、地球温暖化防止、ＳＤＧＳ等についての学習。 

 令和 4年度Ｊブルークレジット®購入者との交流（報告会、見学会） 

報告会：購入者をお招きし、販売者から感謝の意を伝え、購入者から購入したク

レジットの使い持ちなどをスピーチしてもらう。 

見学会：「海辺の自然学校」の様子と併せて、育てる会の保全活動（カキ、アサリ

の養殖）やアマモ、コアアマモの生育状況を見学する。 

 アマモ場を活用する栽培漁業（種苗放流）の実施 

マコカレイ：41,000匹 クルマエビ：27,000尾を放流。 

順調に育てば令和 7年から漁獲可能となる。 

 

4. Ｊブルークレジット®制度の活用 

 大島干潟を育てる会の現状と課題解決について 

会員の高齢化（60～７０歳代）と会員数の伸び悩み（現在１５名）。 

活動資金の財源であるアサリの売払収入金が殆どないため、被覆網の更新、アサ

リの稚貝の購入が出来ない状況にあった。 

活動の活性化・持続性の確保のため「Ｊブルークレジット®」制度を活用し、販

売益は育てる会の収入とし、アサリの保全活動に充てている。 

 CO2 吸収量 

R3：44.3 トン R4：32.4 トン R5：29.3 トン 

藻場の面積は増えてきているものの密度が下がってきているとの評価を受け R3



より減少傾向にある。 

 クレジット購入企業・団体数 

R3：14 社 R4：17 社 R5：15 社（支店を含む） 

 

5. 今後の予定 ～市内他地域へのブルーカーボン生態系の拡大～ 

 徳山下松港内の他地域のブルーカーボン創出の実施 

市内他地域での藻場づくりの候補地調査・選定 

他地域で活用できる「ブルーカーボン生態系保全マニュアル」の策定 

 候補地選定 

笠戸湾地区：大島干潟周辺（沖山地区など）【アマモなど】 

徳山湾地区：コンビナート企業民有海岸 【ワカメやガラモなど】 

新南陽地区：戸田地区（西津木干潟）、N7干潟など【アマモなど】 

 

6. 質疑応答 

Q  カーボンクレジットの申請について。 

A  申請主体は周南市。土木系の職員と担当職員による 3 年間プロジェクトで行う計

画であったが、専門知識も無いこともあって、途中からコンサルに入ってもらっ

た。令和 3 年度は中途からの作業だったため約 290 万円のコンサル料、令和 4 年

度からは約 500万円の費用をかけ申請資料の作成を委託している。 

 

Q  カーボンクレジットの取引価格について 

A  1トンあたり税込み 11万円で販売している。自治体によって取引方法は様々。 

 

Q  クレジットの販売益の使い道の考え方について 

A  市として元々、アサリの育成が目的であったように水産振興を目的としている。 

   販売益を保全活動の費用に充てることで藻場の育成の持続性が担保されコウイ

カなどの水揚量の増加、現在ではカキの養殖も試験的に行っており漁業者からも

活動は評価されており事業自体の成果はあったと認識している。 

 

≪所管≫ 

 周南市の取組みを視察し、藻場の保全について実際に活動が進めば藻場の再生ができる

ということがわかった。周南市においては熱い思いを持った職員と地元の水産業に関わる

人材がいたので活動が進んだと感じた。活動の予算確保のためにもブルーカーボンに取り

組むことを理解した。 

 浜田市においても、藻場の保全は必須であると思う。周南市の取組みを参考にし、ブル

ーカーボンの取組みが進むことを今後提案していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


